
災害支援・ボランティア

到達目標：災害医療および看護の基礎的事項を理解するとともに、必要な知識、技術を習得し実践できる能力を養う。

科目責任者（所属）：鈴木　康江（母性・小児家族看護学） 連絡先:0859-38-6326（内線：6326）、ysuzuki@med.tottori-u.ac.jp

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード 公開

1 10/5(金) 1 262 災害医療・看護に関する基礎知識 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

災害の定義と種類の理解、災害ｻｲｸﾙとｻｲｸﾙ別疾病構造の理解、災害医
療の原則の理解、本邦の防災体制と災害救助活動の概要理解。

災害の定義、災害ｻｲｸﾙ、防災体制 ※

2 10/12(金) 1 262 災害各期の看護活動：急性期を中心に 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

発災直後の対応について理解、搬送、ﾄﾘｱｰｼﾞ、治療・看護の在り方につ
いて理解する。

超急性期、急性期、亜急性期、ﾄﾘ
ｱｰｼﾞ、救急医療と災害医療、病院
における初動体制、原子力災害

※

3 10/16(火) 2 262 災害看護の実際：災害支援ﾅｰｽ 恩部　陽弥
看護部

（非常勤講師）
災害支援ナースの役割について理解し、災害看護について考察できる。 災害支援ﾅｰｽ、認定看護師 ※

4 10/17(水) 3 262 原子力災害 内田　伸恵
放射線

診療科群
原子力災害における看護職の役割，緊急被ば医療の基礎知識，放射線
被ばくと健康障害，防護について理解できる。

原子力災害，緊急被ばく医療，放射
線被ばく，防護，健康被害

※

8:40

15:00
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変更の可能

性あり
2 262 災害支援と行政

鈴木　康江
（県庁：危機）
（県庁：健対）

母性･小児
家族看護学

地域防災政策の実際を知り，災害医療との連携について考察できる。 地域防災計画，社会資源 ※

7 2 262

8 3 262

9 11/7(水) 2 262 子どもと女性への災害支援 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

災害発生時に子どもや女性が避難する場合、どのような配慮が必要なの
か理解できる。

分娩時、妊産婦、新生児、乳幼児、
学童期の健康被害について

10 11/9(金) 2 262 心のケアと災害支援 吉岡　伸一
地域･精神

看護学
精神疾患を持つ人の災害時の支援、災害に遭遇した人々の心のケアの
在り方について理解する。

ＰＴＳＤ，心のケア、精神疾患

11 11/12(月) 1 262
被災がもたらす健康被害に対する支援活
動

金田　由紀子
地域･精神

看護学

被災地における健康被害の実態把握の方法について理解する。
被災地における健康被害の発生予防、拡大防止に向けての対策と評価
の方法について理解する。

健康被害、実態把握、疫学、保健
統計

12 11/20(火) 2 121 慢性疾患をもつ人々への災害支援 谷村　千華
成人･老人

看護学
慢性疾患を持った人への災害時の支援について理解。 慢性疾患、薬の管理

13 1 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

14 2 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

15 11/29(木) 2 262 筆記試験 鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

講義・演習で履修した全ての範囲で出題する。

教育グランドデザインとの関連：2、4、5、6、7  ※到達目標・授業のキーワードを確認の上、予習・復習してください。
学位授与の方針との関連：1、2、3、4
授業のレベル：3
教科書：新体系 看護学全書 　統合分野　看護の統合と実践　新体系看護学全書　災害看護学（メヂカルフレンド社）
参考書：災害看護 心得ておきたい基本的な知識（南山堂、小原真理子 酒井明子、2007） 国家試験対策問題集（看護師・保健師）・・・何でもいいです。

災害看護 看護の専門知識を統合して実践につなげる（南江堂、酒井明子、菊池志津子、20１４）
評　価：試験　60％      レポート　40％ 
その他： 必修講義で、出欠確認をします。国家試験直前の講義です。

災害演習には全員出席し、ﾚﾎﾟｰﾄを提出する。演習は動きやすい私服で、時間厳守で集合。
島根原子力発電所の見学、往復バスと昼食付（無料）、講義初日に説明します.
見学日程を複数日設定します。その中で行く日を各自選択してください。通常では入所できないところを見学しますので、事前申請が必要です。

10月21日（日）、10月31日（水）、11月1日（木）、10月10日（土）
8：30に記念講堂に集合し、バスで現地に向かい、見学、昼食、意見交換、バスで記念講堂に15：00着の予定
旅費、食費（弁当）の準備は不要

記念講堂
前集合

・
解散

5

10/21(日)
10/31(水)
11/1(木)
11/10(土)

いずれか1日

鈴木　康江
母性･小児
家族看護学

疫学・保健統計、健康危機管理

附属病院は原子力災害の拠点病院になっている。原子力施設を見学し防
災対策について学ぶ。

島根原子力発電所見学

11/17(土) 附属病院

11/2(金) 尾崎　米厚 環境予防医学
疫学方法論、主要な指標の計算方法、保健統計の動向、健康危機管理
の要点が説明できる。
公衆衛生看護学領域の国家試験出題基準について理解できる

記述疫学、分析疫学、計入研究、死亡率、罹
患率、有病率、年齢調整、早退危険度、オッ
ズ比、感度・特異度、陽性反応的中度、合計
特殊出生率、平均寿命・余命、人口動態統
計、患者調査、国民健康・栄養調査

災害演習（多数傷病者受入訓練）
大学附属病院で行われる災害演習に参加し、災害時の様々な立場を経
験、見学。災害看護の実際を理解する。

ﾄﾘｱｰｼﾞ、病院での受け入れ態勢


